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1．問題提起
日本語においては，特に人称代名詞や終助詞などに性差が現れやすく，そうした面に
着目した研究が盛んに行われている。
しかし，「これ，かわいい?」という表現は若い女性の間で良く耳にするが，男性の間
ではあまり聞かないように，感情表現においても性差がみられるように思われる。何気
ない日常会話の中で，男性よりも女性の方が話し手自身の感情を多く表現しているので
はないだろうか。そこで本論文では感情表現に着目して，実際にそこに性差があるのか，
あるとしたらどのような差が見られるかについての分析を行う。
2．調査対象
2．1．資料
今回の調査資料は「キネマの見地」というインターネット上の掲示板から収集する。
この掲示板はさまざまな映画に対して，投稿者がそれぞれその映画をみて思ったことや
感想を自由に書き込むことができるものである。このようなサイトから資料を収集する
理由は，まず映画に対する感想が書き込まれているという点で感情表現が出やすいので
はないかと考えたためである。また話題が統一されているため，男女で比較しやすいと
考えた。
2．2．データの収集
男女それぞれ同じ分量になるように，掲示板から書かれたコメント文を収集した。「映
画の感想」という話題性を同じにしたうえで，更に８本の映画に絞って，１本の映画に
つき20前後のコメントを集めた。コメント数は男性が198例，女性が196例である。これ
らのコメントについて，感情表現において性差が見られるか比較する。
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3．感情表現の分類枠組
何をもって感情表現とするか，感情表現をどのように分類するかは，以下に要約する
寺村（1973，1982）の考え方に依拠する。
感情表現は「動的事象の描写と性情規定の境界」に位置づけされる。動的事象の描写
とは動詞文のことであり，性情規定とは形容詞文のことを指す。
日本語の述語全体を動詞，形容詞，名詞の３つに分けた時，動詞文は客観的であり，
また物語的な文といえる。このような文とは反対側にあるのが名詞文である。これは主
体が中心となって物事を判断しているもので，主観的である。この動詞文と名詞文との
間にあるのが形容詞文で，動詞の客観的な要素も，名詞の主観的な要素も含む。
客観的な動詞文から中間的な形容詞文，さらに主観的な名詞文へとつらなる中で，広
い意味での感情表現は，動詞文と形容詞文をまたがるように位置している。
このような感情表現は，まず大まかな分類として，述語が動詞をとるもの（動詞型）
か，形容詞をとるもの（形容詞型）か，２つに分類できる。動詞型は客観的な感情の表
現であり，形容詞型は主観的で直接感情の表出を表している。
そして，述語が動詞であればさらに，その補語を「～ニ」でとるのか，「～ヲ」でとる
のかという分類がされ，また述語が形容詞であればそれが感情形容詞であるか，あるい
は感情的判断を表す形容詞になるのかで分類することができる。
このような分類によって感情表現は次の４つの型になる。
ⅰ 「～ニ驚ク」型
この型の述語の動詞は感情によって引き起こされたときの，瞬間的な顔の表情の変化
や体の動きなどを動的に描写している。この型の動詞は，その感情の原因となった事柄
を「～ニ」という形で補語としてとる。
《オドロク，オロオロスル，青クナル，ギョットスル，ビクットスル，ハットスル，
トビアガル，ホットスル，安心スル，怒ル，カットナル，興奮スル，酔ウ，浮カレル，
沸ク，ウットリスル，陶然トナル，失望スル，ガッカリスル》
ⅱ 「～ヲ愛スル」型
この型の述語となるのは，対象への心理的な働きかけをあらわす動詞である。心理的
な働きがむかう対象を「～ヲ」の形でとることが必須になる。
《愛スル，憎ム，イトシム，恨ム，ヤク，ヨロコブ，悲シム，苦シム，楽シム，恥ジ
ル，悔イル，ナツカシム，恋スル，好ク，コノム，嫌ウ，望ム》
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ⅲ 「～ガコワイ」型
この型の述語となるのは感情形容詞であり，その感情を誘発させるものを「～ガ」の
形でとる。この型の文ではその感情を持つ主体が第三者だと不自然な文になる。
《コワイ，恨メシイ，ウラヤマシイ，イトシイ，ウレシイ，カナシイ，苦シイ，楽シ
イ，ナツカシイ，恋シイ，好キダ，嫌イダ，イヤダ，ホシイ，～タイ，困ル，思ウ》
ⅳ 「～ガオソロシイ」型
この型の述語になるのは主体の感情を表すというよりも，誰にでも起こりうる感情と
して評価・判断をあらわす，感情的判断の形容詞（半属性・半感情の形容詞）である。
「誰にとって」どうこうだという相対的な属性を表現することに加え，「一般にこういっ
た感情を引き起こすような性格をもったものだ」という品定めの文でもある。
《オソロシイ，バカバカシイ，ウラヤマシイ，悲シイ，モノガナシイ，愛ラシイ，哀
レダ，イヤラシイ，憎憎シイ，嘆カワシイ，好マシイ，ヨロコバシイ》
4．結果と考察
4．1．「～ニ驚ク」型
感情を伴う動詞を述語にとり，その補足語は「～ニ」によって表現される表現を資料
の中から抜き出し，男女共に複数回の使用が見られたものだけを以下の表１にまとめ
た??。
表１ 「～ニ驚ク」型の出現回数
?感動する> ?泣く>類 ?驚く>類 ?笑う>類 合計
男性 14 27 5 8 54
女性 21 38 13 3 75
この型の感情を伴う動詞を述語としている表現は，女性の方が多く見られた。
この型は感情表現ではあっても，動詞という点から事柄を客観的に述べている性質を
強く持っている。「感動する」や「泣く」などの表現は話し手の感情を述べているという
よりも，単にその状況を描写して述べている表現である。このような表現が女性に多く
見られるのは，女性の方に感情表現が多いというよりも，女性はそういった状況を相手
に述べることが多いと言った方が妥当かもしれない。
男女差が大きく見られた?感動する>の用例をさらに細かく分析してみると，その語
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の使い方に興味深い違いが見られる。
動詞「感動する」の女性の用例は資料全体では21例見られた（ｆは女性の用例である
ことを表す）。
ｆ それでも自分なりの幸せを求めている姿に感動しました。
ｆ グリーンマイルが凄く良くて感動したので原作と監督が同じコンビのこの映画も
観てみたんですが，
ｆ 原作で感動して
ｆ 映画を見ても感動した，
ｆ 語らずに自分の中の希望を強く持って生きる主人公に感動した。
男性が「感動する」という動詞を使用している例はそれより少なく，14例であった（ｍ
は男性の用例であることを示す）。
ｍ いつもこの映画を見ると感動しまくるけど，
ｍ 超感動した。
それでは男性は映画に感動しないのかといえば，そうではなく，男性は「感動する」
という動詞の形をとって表現せず，動詞よりも「感動」という名詞での形で表現してい
るのである。名詞の例は男性では22例見られたのに対し，女性の例は５例のみであっ
た??。
ｍ 涙の感動というより，
ｍ すがすがしい感動があった。
ｍ 観終わった後の，とてつもなく，心地よく，やんわりとした感動。
ｍ 何度見ても感動が色褪せない。
ｍ スティングの歌が流れたとき，ホントなんともいえない感動がありました。
ｍ そして最後は感動です。
ｍ ストーリーも実際の話なのでまとまっていて，ラストシーンは感動ですね。
ｍ 実話でしか生みだせない，哀しく，しかし希望に満ちた感動が作品中に行き渡っ
ている。
ｆ 感動…というより爽やかな気分になれるような映画だと思います。
ｆ 感動と爽快さでしみじみ思ってしまう。
ｆ ストーリーも実話にしか表せない痛い程の感動を覚えさせられました。
男性が多く用いる名詞「感動」の多くは，その直前にそれがどのような種類の「感動」
なのかを表す語と共に用いられている。「すがすがしい」や「なんともいえない」「希望
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に満ちた」などによって「感動」を修飾することは，それらがどういった感動であった
のかを細かく言い表し分析的に表現しているといえる。一方で，女性は，男性のように
その「感動」がどのような種類のものだったのかまでは言及していない。女性は，この
映画を見て自分は感動したのだということをそのまま主体的にストレートに表現してい
る傾向がある。男性は分析的な表現をする一方で，女性は自分主体の表現をしている違
いがあるといえる。
4．2．「～ヲ愛スル」型
この型に当てはまる動詞で男女共に使用頻度が高かったものは「～を感じる」??で，男
性は４例，女性は12例であった。「～を感じる」以外の他のこの型の動詞はその種類（語
のバリエーション）・使用数ともにすくなく，そのため男女間でもあまり顕著な差が見ら
れなかった。
4．3．「～ガコワイ」型
4．3．1．述語としての用法
この型では，感情の対象となるものは「～ガ」で表現され，話し手の感情が直接的に
表現される。また，言い切りの現在形において主語は一人称しか表さない。?思う」や「感
じる」などの一部の動詞もこの点でこの型の述語であるといえる。このような特徴にあ
てはまる用例を収集し，表２にまとめた??。
表２ 述語用法の「～ガコワイ」型の出現回数
～したい 好き 思う 感じる すっきりする
～の気持
ちになる 悲しい せつない その他 合計
男性 14 19 51 4 4 13 2 3 12 122
女性 12 39 68 12 2 25 9 11 10 188
この型の表現の総数を男女で比較してみると女性の方がやや多かった。中でも「好き
だ」「思う」「感じる」「～の気持ちになる」は男性よりも女性の方が多く使用しており，
男女で差がある。「悲しい」「せつない」も使用例そのものは少なかったが，男女差が大
きく見られた。
ｆ ティム・ロビンス大好き。
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などは，話し手自身の「好きだ」という感情そのものを表している。また，
ｆ 音楽もとっても切ない。
などの文も，映画を見ることによって話し手に生じた「切ない」という気持ちを表出し
ているものである。同様に，「～の気持ちになる」というのも話し手の感情を表現してい
る。
ｆ 映画を見た後になんともいえない気持ちになりました。
ｆ 観てるだけで自然と笑顔になれて暖かい気持ちになれるね。
表２では?～の気持ちになる>に統合したが，表現として「胸が熱くなる」や「ぐっ
とくる」などの表現は，具体的な感情を表す語を用いないが，比喩的な表現で話し手の
感情を表しており，この種の表現も男性よりも女性に多く見られた（男性で７例，女性
は17例）。
４種に分類される感情表現の中で，この型が最も主観性を強くもっている。4．1．の
「～ニ驚ク」型や4．2．の「～ヲ愛スル」型は話し手の感情を表すより，それによって話
し手に起きた動的事象の描写に重点が置かれていて，狭い意味での感情表現からは離れ
ている。また一方で4．4．の「～ガオソロシイ」型は誰にとっても起こりうる感情を表現
することに重点が置かれている。それに対し，より主体の感情の表現性を強くもつもの
がこの「～ガコワイ」型なのである。このような主観的表現の中核にあるような型の表
現がより多く女性に見られるということは，やはり女性は自分自身の感情を直接的に表
現することが多いといえるのではないだろうか。
4．3．2．連体修飾語としての用法
次に，これらの表現が述語としてもちいられているか，連体修飾語としてもちいられ
ているかという観点からも分析してみよう。国立国語研究所（1972）ではこのような用
法を「感情形容詞の属性的用法」として，「特定の感情主から離れて一般的な属性表現に
用いられることがある」としているからである。
例えば
（その）お菓子がおいしい
は「そのお菓子」によって誘発された話し手の感情である。一方，
おいしいお菓子
と言えば，「お菓子」の属性として「おいしい」があり，主体が感じているというより，
「そのお菓子」の一般的な属性を表しているといえる。
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そこで資料の中から「～ガコワイ」型の表現が名詞にかかる連体修飾語として働いて
いる用例数??を男女で比較した。
表３ 連体修飾用法の「～ガコワイ」型の出現回数
～したい 好き 思う 感じる すっきりする
～の気持
ちになる 悲しい せつない 合計
男性 5 11 10 6 4 9 1 2 48
女性 5 6 2 0 3 7 4 2 29
連体修飾用法としての用例を収集したところ，項目によって女性のほうが多いものや，
また男性と同じ用例数になるものもあるが，全体としては男性の方が連体修飾用法を多
く用いていることがわかる。
次にあげるのは男性が「好きだ」を連体修飾語として使用していた用例である。
ｍ 自分的には好きな映画です。
ｍ 自分の好きな映画ベスト５に入る作品です。
男性は「～が好きだ」という主体的な表現よりも，それを名詞に修飾させる用法が多
い。しかし，だからといって上述の「感情形容詞の属性的表現」が男性に多いというこ
とがいえるわけでもない。用例からもわかるように，「好きだ」という感情は話し手のも
のであり，一般的な属性を表現しているとは言えないからである。
「～と思う」の用例においても，「思っている」のは話し手であってこれらも属性的と
は言えない。
ｍ このサイト見て，観てみようと思った映画。
ｍ もう一度見たいなーと思う作品でした。
男性の方が連体修飾語を多く使用することで感情よりも属性を表しているのだと考え
るよりも，4．1．でも述べたように，自身の感情も客体視して分析的に述べていると考え
るべきなのではないだろうか。上の「好きだ」「と思う」のどの用例も「映画」や「作品」
などを被修飾語としており，その映画が「自分の好みのものである」ことや，「ある思考
を持たせてくれる」など，そういった種類の映画であるということを述べている文なの
である。
― 45―
4．4．「～ガオソロシイ」型
4．4．1．述語としての用法
表４ 述語用法の 「～ガオソロシイ」型の出現回数??
いい（良い） 最高だ 素晴らしい すごい かっこいい その他 合計
男性 53 18 20 6 10 53 160
女性 42 14 13 5 8 58 140
「～ガコワイ」型の表現は女性に多くみられたのに対し，この「～ガオソロシイ」型
の表現は男性の方が女性よりも多く用いていることがわかる。
ｍ キティム・ロビンスとモーガン・フリーマンの友情いいね。
ｍ 音楽も良かった。
ｍ とにかく，キングのストーリーテリングは素晴らしい
ｍ 映画賞をなにも受けていないのが不思議なくらいデニーロとロビン・ウィリアム
ズは素晴らしい。
これは，男性には自分の感情を表現するよりも映画やそのキャスティングなどを評価
する表現が多いということである。4．3．の「～ガコワイ」型の「好き」や「悲しい」「せ
つない」などは話し手の感情そのものを表現しているのに対して，この「～ガオソロシ
イ」型の「いい・良い」や「素晴らしい」「最高だ」などの形容詞は，その対象（映画）
の属性を表現している。そしてこういった評価する表現が多いというのは，やはり男性
が分析的な表現をするという結果と結びつくのではないだろうか。評価をするには何ら
かの分析が先だたなければならないからである。その映画が自分にとってどういったも
のであったかを分析し評価しているのがこの「～ガオソロシイ」型の表現であるといえ
る。
4．4．2．連体修飾語としての用法
表５ 連体修飾用法の「～ガオソロシイ」型の出現回数
いい（良い） 最高だ 素晴らしい すごい かっこいい その他 合計
男性 19 20 5 3 1 18 66
女性 14 4 11 1 ― 24 54
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「～ガオソロシイ」型の連体修飾用法は，「～ガコワイ」型の連体修飾用法（4．3．2．）
と同じように，また「～ガオソロシイ」型の述語用法（4．4．1．）とも同じように，女性
よりも男性の方にわずかではあるが使用が多く見られた。
ｍ あったかいきもちになれる本当に良い映画ですよ。
ｍ とにかくいい映画です。
ｍ ニコールキッドマンもいい演技をしていたが，ユアンほどでない。
ｍ 「Your song」ってこんなに良い歌だったんだなぁ。
4．4．3．出現回数に男女差が見られた表現
他にも興味深い男女差がみられた。それは出現回数が男性か女性どちらかに大きく
偏っている「～ガオソロシイ」型の表現があるという結果である。例えば「最高だ」は
男性の使用回数が述語と連体修飾語の合計が38例で女性の合計18例よりも多く，男性が
多く用いた表現である。「見事だ」も，男性には９例見られたが，女性では2例のみであっ
た。逆に「素敵だ」という表現では女性の方が計15例であったのに対して男性は計４例
にとどまる。このように男性か女性に使用回数が大きく偏りがあった表現を以下にまと
めた。
表６ 出現回数に男女差が見られた「～ガオソロシイ」型表現
男性 女性
述語 修飾語 計 述語 修飾語 計
最高だ 18 20 38 14 4 18
見事だ 7 2 9 1 1 2
印象的だ 7 6 13 2 3 5
完璧だ 4 1 5 ― ― ―
きれいだ 3 1 4 8 2 10
かわいい 5 ― 5 12 2 14
素敵だ 2 2 4 8 7 15
「最高だ」「見事だ」「印象的だ」「完璧だ」は男性に多く見られる傾向がある。逆に「き
れいだ」「かわいい」「素敵だ」の３つは女性に多く見られた。用例数が少ないためそれ
ぞれの共通点を分析するのは難しいが，評価の表現には，男性に多く使われやすいもの
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と，女性に多く使われやすいものとがあるといってよいようである。「素敵だ」や「かわ
いい」などは日常会話でも男性が使うことは少ないように思えるし，また「完璧だ」「印
象的だ」なども堅苦しい表現で男性的であるといえるかもしれない。
5．結論
感情表現に着目し，映画における感想・コメントを資料にして，男女差を分析した。
その結果，女性は映画に対する自分の感情を主体的に表現する傾向があるのに対して，
男性は自分の感情を直接的に表現するよりも，その映画がどういったものであったか，
分析的に述べている傾向があることがわかった。
女性は，映画を見ることで感動したり，泣いたりしたという状況を描写し述べること
が多いといえる。また「～が好き」や「～がせつない」など，その映画によって引き起
こされた感情をそのまま直接的に表現しており，「～だと思った」と自分の考えや感情を
主体的に述べる表現が男性よりも多く見られた。
それに対する男性の表現では，このような女性が多く用いる感情形容詞をもちいなが
らも，「切ない映画だ」「好きな俳優だ」というように「映画」や「キャスト」などと関
連付けて，その映画がどういったものであったのかを表現していることが多かった。ま
た男性は，女性よりも，「最高だ」や「素晴らしい」などの評価形容詞の方を多く用いて
いることからも，映画やそのキャストを分析し評価して述べているといえる。
ただ，すべての評価形容詞が男性に多くもちいられているわけではなく，女性に多く
見られるものもあり，男性的評価基準あるいは女性的評価基準という違いがあるように
も思われる。
今回の研究では感情表現に男女差があることがわかったが，なぜこのような性差が見
られるのか，原因を探ることまではできなかった。性差の原因を考えるとすれば，例え
ば話し手にとって男性らしい感情表現・女性らしい感情表現という区別や意識が働いて
いて，それによって男性らしさ・女性らしさを表現しているのかもしれない。あるいは，
感情は人間の本能であるから，生物学的に脳のつくりや機能の違いが影響しているとも
考えられる。性差の原因については，更なる探求が望まれる。
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注１ 表では同じ意味の表現は次のようにまとめてカウントした。
「涙が出る」，「涙を流す」，「涙が溢れる」，「号泣する」等→?泣く>
「びっくりする」，「どっきりする」，「衝撃を受ける」，「腰抜かす」→?驚く>
「うける」，「笑い転げる」→?笑う>
２ ｍ ストレートに愛の素晴らしさを語る物語にただただ感動。
のように，「する」が省略されたものが２例見られたがそれらは名詞ではなく動詞として扱っ
た。
３ 「感じる」という動詞は，「～ヲ」という補足語をとる点では，この型の動詞と同様であるが，
現在形の言い切りの形で一人称を主語にとるという点からは，「思う」と同様といえる。今回
の分析では「感じる」を4．3．の「～ガコワイ」型の表現として分類した。
４ 意味的に近い表現はまとめてカウントした。
「～したくなる」→?～したい>
「大好きだ」，「好きになる」→?好き>
「すがすがしい」，「すかっとする」→?すっきりする>
また，「～の気持ちになる」には，「うれしい」や「楽しい」など形容詞一語のほか，「寂し
い気持ちになる」や「喜びでいっぱいになる」のように複合的な表現や，「寂しい」や「喜び」
など直接感情を表す語が入っていなくても話し手の感情を表している「胸が熱くなる」や
「（心に）ぐっとくる」「心が暖まる」などの表現もまとめた。
?その他>には，「たまらない」，「楽しい」，「残念だ」，「うれしい」，「うらやましい」，「に
くい」などを合計した。
５ 「すっきりした気分になる」のような場合は，「～の気分になる」の述語としての用法へと優
先的に分類したので，「すっきりした」を「気分」にかかる連体修飾語としてはカウントして
いない。
６ 分類の際?いい・良い>について，「～して良かった」や「～でもいい」など，評価のモダリ
ティー表現の一部となっているものや「センスがいい」や「いい味出してる」などの慣用句
としての表現における「いい」は集計の対象にしなかった。また，「よく」「すごく」「素晴ら
しく」などの副詞的な用法も省いた。「素晴らしく～だ」のような副詞的用法では程度を表す
ことになり，評価を表していないからである。「すごく」ではなく「すごい～だ」という形を
もちいた表現についても副詞として用いられているので対象にはしなかった。
また意味が近い表現はまとめてカウントした。
「印象的だ」，「印象に残る」，「印象深い」，「好印象」→?印象的だ>
「さわやかだ」，「そうかいだ」→?さわやかだ>
?その他>には「うまい」，「おもしろい」，「文句ない」，「味がある」，「美しい」，「見事だ」，
「印象的」，「完璧だ」，「きれいだ」，「素敵だ」，「かわいい」，「さわやかだ」を合計した。
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ABSTRACT
 
As has been pointed out,there are many differences in the usage of language between
 
males and females in Japanese：for example personal pronouns and sentence particles.
However,there is no research about this matter in terms of the expression of feeling.In this
 
thesis,I focused on how males and females differ in expressions of feeling.
As the data for this research,I collected about200comments of males and females on
 
some movies from a certain billboard on the internet.
The result showed that more women express their feeling directly.They tend to use
 
verbs to describe their state,for example?kando-suru’(「感動する」)and?naku’(「泣く」)etc,
and use many adjectives that represent their feeling,for example?kanasii’(「かなしい」「切
ない」)and?suki’(「好き」)etc.They tend to describe subjectively what kind of feeling they
 
have after seeing the movie.By comparison,men tend to use fewer adjectives that express
 
their feelings than women,and use more adjectives that evaluate the movie,for example
?saikouda’(「最高だ」),?yoi’(「良い」)and?sugoi’(「すごい」)etc.They tend to describe what
 
the movie is like by using such adjectives rather than expressing their feelings.
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